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ペンション経営者との日常的な会話を通して、学生たちがそれらの打開策を考え、具体的な業務改善や集客策（ある
いは具体的な対策を検討する糸口となる“アイデア”）を提案することである。
　初年度のプロジェクトでは、峰の原高原という“場”にかかわる、次の３つの課題に学生たちは取り組んだ。
　 ① 峰の原高原の観光地・リゾート地としての魅力と問題点を探り、対応策を提案すること。
　 ② 峰の原高原の魅力を若い女性マーケットに伝達する方法を提案すること。
　 ③ ペンション経営の実態を知ることによって事業継続を図るための対策を提案すること。
　こうした課題に対する提案を学生たちがじっくりと議論し、その結果をまとめ上げることに主眼を置いたため、実
施時期は繁忙期が終了した後の９月とした。また、６名ずつ２チームに分けて、チームごとに同一日程、同一ペンショ
ンで実習することとした。実習期間中に議論されたことを、秋学期に各チームでまとめ、12月に成果発表会を都内で
開催することとした。
　発表会には、峰の原高原をフィールドワークの場として活動する長野大学の学生、ペンション経営者の代表も参加
した。
　学生たちのプレゼンテーションに対するペンション経営者の講評を聞いていて興味深かったことは、学生たちとペ
ンション経営者との間のマーケット・ニーズに対する認識、あるいは余暇に関する価値観の決定的な相違であった。
豊かな自然環境の中に身を置き、無為の時間を過ごすことに最大の価値を求める60代の経営者世代と、多彩なアク
ティビティによって無為の時間を埋めることに価値を見出そうという学生世代の間に、相互理解は生まれなかった。
　２年目になる昨年度は、前年度の実習ではほとんど出来なかった接客業務を十分に体験することを目的として、実
施時期は繁忙期の８月とした。このことによってペンション経営の実情を学生たちがより深く理解し、ペンション経
営に対する経営者の考えや業務内容への理解を深めることによって、前年度の学生たちが提案した内容の深化ととも
に、マーケット・ニーズに対する認識のギャップを埋められるようなアイデアの提案が期待された。
　しかし、１～２名の学生を別々の実習先に分け、さらに実習先の受け入れ体制との兼ね合いから実習時期も別々と
したため、参加した学生が集合して議論する場を持つことが出来ず、結果として提案内容も前年度の水準を超えるも
のにならなかった。
　２年間の成果と反省を踏まえ、３年目となる今年の実習では実施内容を少し見直すことにした。実習期間を８月10
日から17日までとして、全５名の学生を３軒のペンションに振り分けたことが主な変更点である。ただし、昨年度は
ペンションでの実習だけであったが、本年度は一昨年度と同じく須坂市内視察を実施した。須坂の蔵の街並みや果樹
園など、麓の観光資源と組み合わせることによって高原のリゾートライフに楽しみが付加される可能性を探る目的が
そこにはあった。成果発表会は実習最終日に現地で開催した。
　なお、本プロジェクトでは、毎年、須坂市役所、峰の原高原観光協会による事前学習会を実施し、一定程度の予備
知識を得たうえで実習本番を迎えるように配慮している。
　しかし、最繁忙期に期間を設定した本年度は、毎日の労働が厳しかったらしく、日常的な仕事をこなすことで精一
杯となり、観察者としての視点を働かす余裕を持つことができなかったようである。家族経営の小規模宿泊施設の厳
しい労働実態は学生たちの予想を上回るものだったようだ。そうした実情を直接体験できたことは有益であっただろ
うが、今後もこのプロジェクトを継続するとしたら、まずはどのような目的を設定するのかという基本的な合意を受
け入れ側と行ったうえで、実施内容を手直しすることが必要と考えている。
（2）伊那市新山地区インターンシップ事業
　昨年度は長野県の「集落“再熱”実施モデル地区支援事業」の一部を担うプロジェクトとして、新山地区が用意し
た都市交流プログラムの体験を通じて、同地区に活気を取り戻すための素材の発掘とそれらを活用した活性化策の提
案をテーマにして、2016年８月30日～９月５日に実施した。竹炭づくり体験、「ＩＣＴ、路線バスを活用したバーチャ
ルマーケット」の実証実験の手伝い、鹿肉商品を開発する上伊那農業高校での高校生との交流など、密度の濃いプロ
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グラムに参加し、学生たちはそれぞれに対する評価を行った。また、宿泊先（農家民泊、民宿、イタリア料理レスト
ランに併設されたロッジ）で郷土料理（蜂の子など）を賞味したほか、様々な地元の人々との交流を体験した。この
プロジェクトを通じて、新山地区の魅力を知った学生の中には、実習終了後も度々再訪する者もいる。
　さて、本年度は「集落“再熱”実施モデル地区支援事業」が昨年度で完了したことによって、伊那市独自のプロジェ
クトとなった。実習内容も「新山地区の宿泊施設で実習しながら地域の活動を体験」するというテーマにかわった。
そして、８月４日～８月11日まで、４名の学生が農家民宿「ふだん着」と自家栽培の野菜を使ったイタリア料理レス
トラン「プチ・マルシェ」に別れ、それぞれの仕事を通じて、新山地区の魅力を発掘し、移住促進、交流人口の拡大
に向けたアイデアを提案することとなった。事前の勉強会も昨年同様に実施した。しかし、テーマがやや抽象的であっ
たことなど、いくつかの反省点が挙げられる結果となった。
　次年度もこのプロジェクトを継続するとしたら、地元との密接な協議を経たうえで、具体的なテーマの設定と、そ
れに基づく緻密な実習プログラムの作成が重要と思われる。
　なお、新山地区が本年度の国土交通省全国地域づくり推進協議会会長賞を受賞したことを付記しておく。同省の
ホームページに掲載された受賞理由は以下の通りである。
新山定住促進協議会は、一時休園してしまった新山保育園の再開園や新山小学校の活動を地域で支える活動を行
い、新山地区への定住についての関心を高めた。そして、新山地区の更なる活性化を図るために、地域・行政・
民間事業者等と協働して、住民がより安心して暮らせるような環境形成を目指した取組へと活動領域を発展させ
た。地区内外への活動ＰＲや鹿肉を活用した特産品開発など他団体との連携、食育や園舎整備などによる保育
園・小学校の応援、定住促進のための空き家、貸家、売屋等の情報提供や情報集約、移住希望者や移住者の相談
などのサポート、農業活動の推進、田舎暮らしモデルハウス活用などを行っている。
（3）伊那市溝口地区インターンシップ事業
　伊那市溝口地区は、平成18年に高遠町とともに伊那市と合併した長谷村に所在する。南アルプス登山の玄関口の一
つである。
　このプロジェクトの中心課題は、同地区を通過する南アルプス登山客の立ち寄りを促進するための観光資源の発掘
と、鹿
か
嶺
れい
高原キャンプ場の集客対策であった。テーマの難易度の高さを考慮して、敢えて３年生にこの実習を委ねる
こととした。実習期間は８月22日～28日であった。また、筆者も８月25日から２泊３日の日程で現地に赴き、学生の
指導に当たることとした。
　筆者が現地入りした８月25日までの間、学生たちは農業体験、沢登りなどのアウトドアスポーツに参加しつつ、観
光資源調査を行っていた。その成果は、８月25日夕刻に溝口地区公民館において開催した同地区の代表者たちとの意
見交換会で披露された。しかし、地元住民の間でも問題意識が共有されておらず、また具体的な課題整理がされてい
ないこともあって、アイデア・フラッシュにとどまったというのが実情であった。これを契機に次なる段階へと地元
住民の間で検討が進められることを期待したい。
　もう一方の課題である鹿嶺高原キャンプ場でも同様の状況がうかがえた。
　鹿嶺高原は、標高1,800メートを越えるなだらかな山の頂の呼称である。かつては夏場の放牧場として活用されて
いたという。野生の鹿なども生息する自然豊かなこの一帯は県立公園に指定されている。
　鹿嶺高原キャンプ場は、この高原のほぼ全域に広がる施設である。事務棟を兼ねた宿泊施設「雷鳥荘」を中心に、
２カ所のキャンプサイトから構成されている。
　眼下には伊那谷が見下ろせ、日が落ちると伊那市街地の夜景が美しい。伊那谷の向こうには中央アルプス、北アル
プスの山並みが眺望できる。伊那谷から視線を反転させると、南アルプスの仙丈ヶ岳の偉容が間近に迫る。夜空には
銀河が鮮明に横たわる。また、麓から牛を追って牧童が登ったという旧道はトレッキングコースとして利用されてい
る。マウンテンバイクの大会も開催されるという。現在、鹿嶺高原キャンプ場の指定管理者をしている東松氏は、愛
知県からの移住者だが、マウンテンバイクの大会に参加したことが移住を決断するきっかけであったという。
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　確かに鹿嶺高原は素晴らしく魅力的な場所である。しかし、その魅力にたどり着くためには大きな障害を乗り越え
なければならない。まず、麓の溝口地区の集落から12キロ強の険しい山道を車で走破しなければならないこと。しか
も、冬場（11月頃からゴールデンウィークあたりまで）はこの道路が通行止めになる。また、高原とはいえ独立峰の
山頂部分に位置するため、ここを起点として広い範囲に周遊するような行動が難しいこと。水源が乏しく、キャンプ
場以外の宿泊施設の設置が難しいこと。県立公園に指定されていることによる様々な規制によってアクティビティの
開発が簡単ではないこと。つまり、本格的なアウトドアライフを楽しもうという強い目的意識を持った旅行者にマー
ケットが限定される条件下に鹿嶺高原キャンプ場は置かれているのである。
　こうした阻害要因を乗り越えることのできるアイデアを考えること、それが今回のプロジェクトの最大のテーマの
一つではあったが、一度だけの現地踏査で回答を導き出すのは正直難しかった。溝口地区の課題と併せて、少し時間
をかけて、じっくりと検討を重ねるべき課題であると思われる。
（4）伊那市高遠地区インターンシップ事業
　高遠は古い日本家屋の建ち並ぶ美しい城下町である。高台にある城址公園は桜の名所として全国に知られる。
　鉾持神社の例祭「燈籠祭」は、この町の伝統的な秋祭りである。町並みを飾る稲穂に見立てた赤い「ほおずき提灯」
に火が灯るころ、二胡や三味線、笛によって奏でられる「高遠ばやし」が練り歩く様は得も言われぬ風情がある。こ
の祭りに新しい情趣を生み出すための催しに参加することを通じて、地区の観光プロモーション事業に協力すること
がこのプロジェクトの目的であった。テーマは伝統の美（和服、城下町）と若い感性の出会い。
　担当してもらったのは、ファッションを専門とする本学マネジメント学部生活環境マネジメント学科の横井由利准
教授とそのゼミ生（２年生）。９月22日から２泊３日の日程で、学生たちを受け入れていただいたのは創業80年の「や
なぎさわ呉服店」。このプロジェクトの企画、コーディネートは地域おこし協力隊の杉山祐樹氏であった。日程と活
動内容は概略以下の通りである。
　高遠到着後、やなぎさわ呉服店で着付けと和服での立ち居振る舞いなどの講義を受けた。講義終了後に、呉服店が
用意してくれた中から学生それぞれが好みの和服に着替えて町並みを散策し、そのままの姿で落語会のスタッフとし
ても活動した。
　翌日は、学生のフレッシュな視線で城下町高遠の魅力を発掘するための踏査に出かけた。そしてこの日の夕方は、
それぞれの学生が持参した“ゆかた”に着替えて燈籠祭りに参加した。その後、高遠地区の酒蔵に集まり、伊那市長
など地元の人たちとの交流会に参加。
　こうした学生たちの活動の模様は、地元のケーブルテレビやＮＨＫのローカルニュースでも紹介された。また、燈
籠祭に参加する学生たちの姿は、新しい高遠地区の観光パンフレットにも使用されることになっている。
写真：鹿嶺高原キャンプ場ホームページより
図１：鹿嶺高原キャンプ場施設（左：雷鳥荘、右：キノコキャビン）
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写真：左は高遠町落語会ホームページより、右：横井准教授撮影
図２：和服姿の学生たち
